
　
　
　
第
十
四
巻
　
　
紹
　
　
介

　
　
　
㈱
天
李
の
交
化
　
　
　
　
　
　
朝
日
新
聞
肚
編

　
奈
良
に
遊
ぶ
も
の
は
必
ず
天
　
牛
を
想
ふ
。
貸
出
の
文
化
は
世
界

的
多
様
を
含
み
宏
大
に
し
て
絢
欄
で
あ
る
。
今
に
し
て
之
を
願
る

に
興
趣
頗
る
豊
潤
る
を
壁
え
る
。
こ
こ
に
見
る
ざ
こ
ろ
あ
り
大
阪

’
朝
日
新
聞
肚
は
饗
に
恋
路
文
化
記
念
會
を
組
織
し
斯
道
の
大
家
に

講
ふ
て
一
般
ご
共
に
天
李
文
化
の
諸
相
を
響
い
た
。
本
書
は
實
に

そ
の
講
演
集
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
更
に
天
慶
文
化
宣
暢
の
範

園
を
鑛
大
せ
ん
ε
す
る
も
の
で
あ
る
。
牧
む
る
ご
こ
ろ
十
七
篇
、

政
冷
、
佛
教
，
蟻
溝
、
工
藝
、
風
俗
、
建
築
、
國
語
、
萬
葉
、
都

城
、
民
衆
等
誠
に
天
牛
の
図
化
そ
れ
自
大
の
如
く
多
様
に
し
て
燦

然
ぐ
」
し
て
居
る
。
人
は
各
そ
の
好
む
ミ
こ
ろ
に
從
っ
て
こ
の
天
舌

振
の
饗
宴
を
富
む
こ
ミ
が
患
來
る
で
あ
ら
う
。
（
菊
判
五
〇
七
頁

大
阪
朝
日
新
聞
牡
襲
行
　
儂
二
、
○
○
）

　
　
　
㊥
職
鯨
肚
會
の
研
究
　
　
　
　
　
牧
野
信
之
旧
著

　
著
者
学
年
の
業
蹟
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
題
し
て
武
家
時
代

胤
會
の
研
究
ε
い
ふ
点
固
よ
り
肚
會
の
形
態
的
研
究
た
る
に
止
ら

す
廣
き
祉
會
生
活
を
書
論
－
こ
す
る
歴
史
的
研
究
で
あ
る
。
…
從
っ
て

法
意
纏
濟
史
上
の
諸
問
題
、
土
地
制
度
及
聚
落
問
題
、
時
勢
及
祉

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
扁
三
二
　
（
　
コ
ニ
ニ
）

凶
相
、
結
界
ミ
名
櫓
の
四
篇
に
臨
め
ら
れ
た
大
小
三
十
三
篇
は
或

は
武
家
の
族
的
結
合
を
説
き
旛
蟹
期
に
於
け
る
近
江
商
人
の
駄
を

明
め
或
は
割
地
の
起
源
を
論
じ
太
閤
の
検
地
を
究
め
或
は
中
世
木

沓
に
於
け
る
村
落
結
合
の
形
態
を
考
へ
或
は
［
休
宗
純
の
狂
態
を

槻
叉
江
東
に
於
け
る
一
箱
和
爾
の
姿
を
描
き
し
な
さ
諸
方
面
に
亘

っ
て
は
居
る
が
な
ほ
そ
れ
ら
を
通
じ
て
一
貫
せ
る
著
者
の
興
味
ミ

學
的
態
度
を
h
る
こ
ミ
が
出
際
る
。
人
も
知
る
如
く
著
者
は
多
年

輻
井
滋
賀
の
諸
縣
史
編
纂
に
從
ひ
地
方
民
間
の
史
料
に
接
す
る
機

會
多
か
り
し
も
の
、
そ
れ
に
基
く
武
家
時
代
の
肚
會
的
研
究
は
著

者
の
野
点
に
し
て
且
つ
常
に
全
罷
を
見
失
ふ
ま
い
ミ
す
る
努
力
を

得
て
現
代
日
本
趾
會
の
性
質
を
考
へ
ん
¶
こ
す
る
人
々
に
馴
し
審
與

す
る
こ
ミ
最
大
で
あ
る
。
近
眼
出
色
の
論
文
集
く
」
し
て
江
湖
の
一

讃
を
薦
め
る
所
以
で
あ
る
。
（
菊
制
六
三
〇
頁
東
京
刀
江
書
院
叢

行
　
便
五
、
八
○
）
〔
以
上
肥
後
〕

　
　
⑳
明
治
戊
辰
　
　
　
　
　
　
　
　
交
明
協
會
編

　
本
書
は
御
即
位
大
典
並
に
文
明
協
會
創
立
二
十
周
年
記
念
の
爲

め
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、
藪
に
至
っ
た
経
緯
は
昨
年
同
會
が
記

念
式
典
を
暴
行
し
た
時
、
明
治
奥
專
攻
の
諸
家
が
多
く
参
會
さ
れ



た
が
、
湿
糠
後
そ
れ
ら
の
人
々
が
一
席
に
廃
合
し
た
際
に
端
な
く

も
明
治
初
一
年
史
を
編
纂
し
や
う
ε
の
議
が
起
り
、
郎
座
に
重
要

事
件
十
数
題
を
選
び
、
席
に
在
っ
た
人
々
に
割
り
當
て
Σ
嘔
嵯
の

間
に
此
の
計
理
が
成
立
し
、
こ
・
に
連
れ
が
實
現
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
本
書
の
特
色
低
明
治
史
專
攻
の
諸
家
が
筆
を
明
治
初
一
年
に

集
注
し
て
誰
時
の
局
面
を
叙
蓮
し
た
事
で
、
之
は
從
來
禾
だ
見
な

い
新
あ
し
い
試
み
で
あ
る
。
そ
の
主
な
る
自
次
は

　
序
設
戊
辰
聯
想
（
弔
沼
淑
郎
）
組
読
明
治
戊
辰
ビ
昭
和
戊
辰
（
三
宅
雄
二

　
耶
）
大
政
奉
選
に
關
す
る
考
察
。
王
放
復
古
の
大
局
距
。
鳥
羽
伏
見
の

　
戦
に
つ
き
て
。
（
藤
井
三
太
郎
）
五
三
條
の
御
誓
文
附
政
髄
書
並
に
官
吏

　
公
選
（
尾
佐
竹
猛
）
明
治
元
年
の
嘗
捌
に
就
て
（
藤
井
甚
太
郎
）
御
親
征
行

　
幸
（
上
野
竹
次
鄭
）
江
戸
開
城
の
耀
癒
。
彰
義
隊
戦
璽
定
輪
王
寺
宮
。
榎
本

　
武
揚
の
死
闘
川
海
脆
走
（
藻
非
温
治
）
御
郎
位
禮
。
改
元
（
上
野
竹
次
郎
）
東

　
京
鍵
都
芝
御
東
幸
（
彊
非
編
治
）
奥
羽
戦
舘
。
北
越
職
争
。
霞
館
戦
争
Q

　
戊
辰
一
型
の
結
果
亡
結
論
（
渡
画
嚢
治
鄭
）
和
歌
に
あ
ら
は
れ
六
る
明
活

　
年
盛
（
中
島
利
一
駆
）

で
、
附
録
ε
し
て
明
治
戊
辰
重
要
日
誌
。
明
治
元
年
十
二
月
政
膿

一
覧
概
表
が
載
せ
て
あ
り
、
口
絡
挿
総
も
多
い
。
（
菊
版
三
四
七
頁

東
京
文
明
書
院
影
野
　
優
三
圓
）

　
　
蜘
富
士
の
研
究
　
　
　
　
淺
間
帥
証
々
務
所
編

　
　
第
十
四
巷
　
　
紹
　
　
介

　
　
富
士
の
音
響
は
古
來
我
が
乱
人
が
深
く
憧
憬
し
語
性
す
る
ミ
こ

ろ
で
あ
っ
て
、
山
麓
の
淺
間
紳
赴
即
ち
富
士
の
山
紳
の
宮
居
は
此

の
璽
陛
ε
不
二
…
膿
の
も
の
ミ
し
て
國
人
の
信
仰
を
集
め
て
み
る

此
度
本
鮭
が
祉
史
を
編
纂
し
て
世
に
出
だ
す
事
ε
な
っ
た
が
、
本

署
ミ
壁
塗
山
－
こ
が
不
離
の
關
係
に
あ
る
を
以
て
輩
に
本
肚
の
沿
革

を
寂
す
る
に
ご
∬
め
す
、
富
士
虜
全
膿
を
以
て
研
究
の
鋤
象
ε
し

其
の
地
理
地
質
動
植
物
の
事
よ
り
信
仰
文
學
美
術
の
方
面
に
及

び
、
以
て
古
論
此
の
聡
山
が
如
何
に
國
民
の
精
選
生
活
を
豊
富
に

し
た
か
を
述
べ
併
せ
て
此
の
由
瀞
。
か
精
髄
界
ミ
物
質
界
ぐ
」
に
光
被

し
た
大
な
る
神
徳
を
獲
揚
せ
ん
ざ
す
る
の
で
あ
っ
て
、
『
富
士
の
研

究
』
饗
し
、
第
蓄
士
の
置
畳
饗
五
富
お
地
響
地
質

妬
彌
第
六
富
士
の
霧
箪
の
蕩
解
細
離
謝
あ
三
冊
畿

，
癒
臥
し
追
っ
て
、
臨
海
鯉
の
歴
史
轟
直
富
士
の
信
仰
藩
灘

富
士
の
藁
，
講
、
諜
菊
謙
難
綱
を
刊
行
す
・
堅
あ

る
。
思
ふ
に
神
鮭
の
事
業
ε
し
て
斯
く
多
方
面
に
亘
る
調
査
を
成

し
た
事
は
他
に
類
例
を
見
な
い
の
で
あ
っ
て
、
本
書
の
全
部
が
出

版
せ
ら
れ
た
な
ら
ば
富
士
山
に
關
す
る
諸
方
爾
の
事
が
可
な
り
明

か
ε
な
り
、
神
器
，
地
理
、
藝
術
は
も
S
よ
り
蠕
く
國
民
思
想
、

　
　
　
　
　
　
　
第
嚇
號
　
　
一
三
三
、
（
；
ご
二
）



　
　
第
十
田
魯
　
　
紹
　
　
介

日
本
文
化
の
由
來
を
研
究
せ
ん
ミ
す
る
も
の
に
ミ
つ
て
良
い
参
考

書
ミ
な
る
で
あ
ら
う
。
（
雲
版
、
1
、
五
〇
四
頁
　
榎
四
、
…
…
○
、

5
、
四
〇
山
猫
…
貝
、
檎
…
同
上
、
6
、
七
｛
四
頁
　
　
｝
慣
六
、
五
〇
、
雨
車

京
古
今
書
院
襲
行
）

　
醗
老
農
渡
部
斧
松
翁
傳
　
　
　
　
　
西
岡
虎
之
助
著

　
近
時
農
村
問
題
が
頻
り
に
議
せ
ら
れ
る
や
う
に
な
り
、
人
々
が

農
民
の
生
活
、
農
村
の
歌
態
に
注
意
し
継
れ
等
を
研
究
す
る
こ
ミ

が
訳
第
に
多
く
な
っ
て
き
た
が
、
其
の
研
究
を
＋
分
に
し
や
う
、
こ

す
る
に
は
現
在
の
み
な
ら
す
湖
っ
て
過
去
に
於
け
る
夫
れ
等
の
盛

事
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
本
書
は
近
世
に
於
け
る
秋
田
藩
の

農
村
開
国
に
偉
功
の
あ
っ
た
贈
從
五
位
渡
部
斧
松
翁
の
傳
記
で
あ

っ
て
、
其
の
嘱
す
る
ミ
こ
ろ
農
村
及
び
農
民
問
題
の
諸
方
面
に
亘

り
、
近
世
の
農
村
の
事
を
知
る
上
に
少
か
ら
ず
参
考
ε
な
る
も
の

で
あ
る
。
先
づ
翁
が
微
騰
な
る
家
に
生
れ
常
に
困
苦
し
な
が
ら
も

縄
え
す
努
力
し
て
亥
身
を
圖
つ
た
事
よ
り
長
じ
て
鳥
居
長
根
の
開

墾
を
企
て
、
あ
ら
ゆ
る
反
封
を
退
け
大
な
る
確
、
信
を
以
て
之
を
敢

函
潤
し
、
其
所
に
渡
部
新
村
を
建
設
し
た
事
。
天
保
の
飢
鰹
に
凶
作

あ
る
べ
き
こ
ε
を
豫
興
し
藩
圭
に
献
策
し
て
機
宜
の
庭
置
を
執
ら

　
　
　
　
　
　
第
…
號
　
　
こ
二
凶
　
（
　
「
三
四
）

し
め
其
亡
帝
に
童
画
を
救
ふ
た
事
、
市
揚
を
開
設
し
て
物
贋
の
調

層
郷
を
二
つ
た
事
、
霜
互
扶
助
、
共
存
笹
身
を
主
眼
－
こ
す
る
村
法
を

制
定
し
た
事
等
よ
り
更
に
公
入
書
し
て
水
利
問
題
救
濟
殖
産
の
諸

事
業
に
参
劇
し
て
顯
著
な
る
業
績
を
學
け
た
事
等
を
述
べ
、
翁
が

蕾
に
秋
田
藩
の
老
農
た
る
の
み
な
ら
す
天
下
の
偉
人
書
し
て
推
奨

に
橿
す
る
も
の
で
あ
る
ミ
結
ん
で
み
る
。
四
號
活
字
で
通
俗
葱
趨

ミ
し
て
あ
る
か
ら
鳳
般
の
人
々
に
極
め
て
讃
み
易
い
書
物
で
あ
る

（
菊
版
…
〇
九
頁
、
東
京
山
喜
房
獲
行
、
贋
五
三
）
∩
以
上
松
野
〕

　
　
醗
猛
士
外
翼
關
係
研
究

　
　
　
　
▼
う
盛
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衝
動
博
士
矢
野
仁
一
著

　
矢
野
仁
一
博
士
が
支
那
近
世
の
政
治
経
濟
乃
至
外
交
史
概
究
の

第
一
入
者
な
る
は
今
更
喋
々
す
る
ま
で
も
な
い
。
本
書
は
賜
清
時

代
に
於
け
る
支
那
「
こ
諸
外
國
ε
の
外
交
貿
易
の
慶
遷
を
楡
討
せ
む

噛
こ
す
る
企
の
第
一
溺
に
し
て
、
断
ち
そ
の
捌
名
の
通
り
ポ
ル
ト
ガ

ル
を
中
心
ε
せ
る
明
清
時
代
の
外
交
貿
易
の
研
究
で
あ
る
。
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
の
マ
カ
オ
殖
民
地
開
設
は
蕾
に
支
那
近
代
史
上
の
重
要

事
件
た
る
の
み
な
ら
す
、
野
日
本
、
鍬
ブ
イ
リ
ツ
ピ
ン
關
係
を
誘

致
し
た
、
然
る
に
束
西
史
料
の
所
傳
闇
々
抵
籍
あ
り
て
そ
の
菰


